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今回は、担任の先生方のアシスタンとしての立場をわ
きまえ、先生方を陰ながら支え、担任主導の授業の
ALTとして活躍されている安達さんの実践報告です。

安達千華

小学校現場で働く前は、 大分県国際交流協会の職員として、

県内の在住外国人のサポートをする仕事をしていました。 そのと

きの人とのつながりもあって、 由布市内の小学校現場で ALT が

不足していると私に声がかかり、 小学校に勤務することになりまし

た。 しかし、 小学校での外国語活動に関する知識を独学で取得

したので、 果たして私の指導方法が正しいのかどうか日々葛藤し

ていました。 そこで資格を取得することによって、 私の指導力を

証明することができると考え、 J-SHINE の資格を取得することにし

ました。 資格を取得することができた結果、 私にとって自信につ

ながっただけではなく、 外国語活動についての正しい知識を身に

つけることができたと思います。 その後、 現場での活動をもとに、

必要指導時間数に達したので、 J-SHINE に上級指導者資格を申

請し、 資格を得ることができました。

英語関係の仕事をしたいという日本人から、 どのようにして小学

校に勤務することになったのかと、 たびたび尋ねられることがあり

ます。 小学校に勤務するには J-SHINE の資格がなくても大丈夫

ですが、 J-SHINE 講座を受講して小学校での英語指導のノウハ

ウを勉強し、 資格を取得しておいた方が良いに越したことはありま

せん。 最近では各市町村単独で外国語活動のアシスタントを募集

している教育委員会も多くありますので、 欠員などが出れば応募

することができるかと思います。 そのためには、 常に市町村教育

委員会の採用情報についてチェックすることも大切だと思います。

私の知り合いは直接、 教育委員会に出向き、 ALT もしくは JTE

の空きがいつでるのかなどを情報収集したことにより、 その採用

試験に応募して合格した人がいます。 平成 30 年度から外国語活

動が先行実施することで、 ALT 等の配置拡大をしているところが

あると思うので、 こうした情報収集などに一歩踏み出してみるのも

よいかもしれません。 一度踏み込むと色々なネットワークでつなが

り、 自分の活動もきっと広くなると思います。

■現在の活動状況

私は由布市から採用されていますので、 他の正規の先生方と

同様に、 常勤で市から給与が支給されています。 外国語活動が

学校で導入された当初は、 現場の先生方は戸惑いから ALT にお

任せというスタイルが多かったですが、 現在では原則、 担任主導

で ALT がアシスタントという形になってきています。 子どもの様子

を一番知っている担任の先生が主導権を握らなければ、 学級のコ

ントロールができないときがあるので、 担任の先生には TT をお願

いしています。

しかし、 担任の先生の中には英語に自信がないため、 「英語を

話せなくて申し訳ない」 とおっしゃる先生がいますが、 極論を言え

ば、 正確で流ちょうな英語を話さなくていいと思います。 担任の

先生は単元で使う英語を一生懸命声に出して、 かつ楽しんで使う

ことが大切だと思います。 担任の先生が授業の初めから終わりま

で英語で話し、 さらに ALT の私も英語を話すことになれば、 英語

の文法や単語を知らない子どもたちにとっては何を言っているのか

わからず、ただ不安が残ることになるだけだと思います。このため、

担任の先生は、 今日は何をするのか、 また、 どのようにして授

業に取りかかるのかなどといった大切なところについては日本語で

■J-SHINE資格、上級指導者資格取得のきっかけ
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J-SHINE の資格を取得する際に受講した松香洋子氏 （（株）

mpi 松香フォニックス会長） の言葉が、 今でも心に残っています。

外国語活動において、 色々な教具を作ることはいいこと。 でも、

必要最低限のカードがあれば十分。 しかし、 本当にできる指導者

というのは、 教具なしで、 即興でアクティビティができる人である。

実際、 その講義で松香氏からは、 教具なしで簡単に楽しめるアク

ティビティを教えていただきました。 このことを常に心がけ、 外国

語活動のアシスタントとして、 自分なりにできることをしています。

今後は、 教科になる外国語活動に不安に思っている先生が多く

います。 そのような先生の不安を取り除くためにも、 私としてもそ

れらを解消する助言、 お手伝いができたらと思っています。

■今後の展望、課題、目標話し、 また、 その中で子どもたちが分かるクラスルームイングリッ

シュを使えばいいと思います。 こうすることにより、 子どもたちも

担任の先生が片言の英語で話すことによって、 自分たちも英語を

使ってみようかなと思い、 先生のマネをすることで、 クラス全体が

外国語活動に積極的に取り組むことができるようになるのではない

かと思います。

あくまでも私のポジションは 「アシスタント」 という立場なので、

前に出過ぎず、 なおかつ、 裏で支えるという役割だと思っていま

す。 この仕事を通して、 子どもたちから 「英語はわからない未知

の世界だと思っていたけれど、 楽しくてもっと使ってみたいと思っ

た」 などの声を聞くことで、 やりがいを強く感じています。

今月の花　桜
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